
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

件数 意見・質問 回答

1

こども園に通う園児が、保育後に同じ園舎内にある一時保育に子どもを預け
る際に、一度保護者がお迎えに行かないと利用できないことについて発言さ
せていただきました。
すぐに園長先生方が会議し、対応改善してくださったと、知り合いの保護者の
方からお聞きしました。
迅速なご対応に、感謝しております。
お仕事をする方や、用事のある保護者の方が利用しやすくなったと思います。
ありがとうございました。

2
人口が令和７年まで増加し、その後減少に転じる見込みとのことですが、その
根拠を知りたいです。

令和元年6月発行の「習志野市人口推計結果報告書」に
基づいています。
本推計では、男女別、年齢別、コミュニティ別、丁目別に
常住人口をベースにし、生存率、移動率、出生率などの
各条件を踏まえた「コーホート要因法」※１を用いていま
す。

※コーホート要因法：コーホートとは、同年（同期間）に出
生した集団のことをいい、コーホート要因法とは、集団ご
との時間変化（出生、死亡、移動）を軸に人口の変化をと
らえる方法です。

3
ひとり親も含む生活貧困世帯などへの学習支援とは、具体的にどのような支
援なのでしょうか？

基本施策７７　子どもの学習・生活支援事業です。
※事業の概要
生活保護世帯や生活困窮世帯の中学生を対象に学習
支援を行い、高校進学率の向上を図ります。また、学習
支援のみならず生活習慣・育成環境の改善に関する支
援も強化します。

4

市立の園が私立化していくと、市の職員の先生方はいずれは行き場がなくな
るのか、辞めざるを得ないのか。
市の職員(保育士、教諭)の採用枠が減ることになるのでしょうか？
現在は、市立の園長先生方を中心に、市の職員とともに、子どもたちのとりま
く環境について改善や改革ができる環境にあります。
しかし、私立化が進むと、立て替え等の補助金を得られるかもしれませんが、
市で子ども達のことを見守る体制や意図が伝わりにくくなってしまうのではと
いう心配もあります。
市と私立が太いパイプで繋がることを願います。

市立施設については、7つの中学校区に設置する市立こ
ども園のみとなり、市立保育所及び幼稚園は、こども園
化又は私立化していくこととなります。
そのため、市の職員については、市立こども園に配置さ
れることとなります。
今後も、市に配置している指導研修の保育教諭を中心
に、研修や指導体制を引き続き実施します。

5

一時保育の予約方法の改善も重要課題ではありますが、預かりの枠(人数)も
増やす工夫をしてほしいです。
すでに仕事をして年間で予約をしている方がいたり、乳児が多いと保育士の
人数が必要で、その日の枠も少なくなってしまいます。
たくさんの方が平等に利用できるような工夫をお願いいたします。

一時保育は日によって定員数を超えるお申し込みがあ
り、ご利用いただけない方がいらっしゃることを心苦しく
思っております。一時保育担当の職員配置数は市で定
められており、限られた人数で最大限お受けいたしてお
ります。一方、予約いただいてもキャンセルされる方も多
く見受けられますので、必要な日数の予約にしていただ
いたり、キャンセル待ちの方へ早めにご連絡を差し上げ
たりし、今後もご利用したい方をお受けできるように努め
ます。
また、今後設置する市立こども園でも、一時保育を実施
する予定です。また、保育所を私立化する際も、地域の
ニーズに応じて実施を決定します。

6

新規事業：科学教育新興について

わくわく学びランドの案内が来ますが、平日のまなびランドは３時～や、３時半
～というものが多く、学校があるので行くことができません。
住んでる場所からも施設が遠いので、間に合いません。授業が早く終わる低
学年で、近場に住んでいる子どもしか参加できない状況なのではないでしょう
か。
とても興味深い内容や企画があるだけに大変残念です。
例えば、同じ内容のものを、各学校に出張して、放課後に公演していただく
等、どの地域の、どの学年の子どもたちでも参加出来るようにしていただきた
いです。
また、平日に企画するのであれば、習教研や短縮日課になる日に集中して公
演していただくと、子どもたちも参加しやすいと思います。ご検討よろしくお願
いいたします。

わくわく学びランドは、ドーム館の施設を利用した科学・
学習教室になります。日時については、習志野市教育研
究会（習教研）がある日に、小学校の下校時間１２：００ま
たは１４：００を目安にして、１７：００までに子供たちを自
宅に帰すことを考え、開始時間と終了時間を設定してい
ます。（１５：００～１６：３０・１５：１５～１６：４０・１５：３０～
１６：４０）学校での開催につきましては、施設の利用上難
しいのが現状です。短縮日課については、学校によって
期間、時間が異なり設定するのが難しいのが現状です。
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7

スクールカウンセラーの先生を、一学校に必ず配置してほしい。月に二回来る
学校に子どもが通っていますが、先生との関わりがほとんどありません。
もっと子どもたちや保護者と関わりが深まるように、毎日いてもらえると、相談
もしやすいし、学校の様子も分かってもらえて話しやすいと思います。
先生との距離感を感じます。
担任に相談することがうまくいかない児童や保護者もいます。先生方も悩みを
抱えていると思います。
学校に、相談できるカウンセラーの先生が毎日いるのであれば、とてもいい環
境なのではないかと思います。

いじめや虐待の早期発見などにも繋がるのではないかと思います。

いじめや虐待、長欠不登校の早期発見・未然防止へ向
けた取り組みは喫緊の課題です。今年度中学校７校、小
学校７校に県から配置を受けています。次年度も同様以
上の配置をされるよう要望してまいります。

8

こどもセンターの利用時間について

幼稚園に通っていると、お迎えしてから子どもセンターに行くとすぐ終了時間
になり、思うように遊べません。(なので利用していません)
3歳までは利用しやすかったのですが、子どもが幼稚園に行き始めると、幼稚
園後に遊ばせる場所があまりありません。
せめて、夕焼けチャイムの鳴る4時45分まで利用できると嬉しいです。

こどもセンター職員の勤務時間は１７時までとなっており
ます。不特定多数の乳幼児が遊びに来ているこどもセン
ターは毎日、閉所後、念入りな清掃（室内、遊具等の消
毒等）や環境整備、教材準備、安全点検、職員の打ち合
わせ等を行っているため、１時間を要しております。

9

放課後児童会について

施設整備など定員拡大しているにもかかわらず、待機児童の解消には至ら
ず。
とありますが、定員拡大をしても下学年が入会してしまうために上学年の解消
にならないのでしょうか。もしくは上学年ぶんの定員を拡大しても更に上学年
入会希望者が増加しているために解消できていないのでしょうか。

女性の就労支援の施策により、女性労働者が増加して
いること、大規模な集合住宅の増加等により下学年・上
学年ともに児童会入会希望者が増加しております。
増加する需要に対し、施設整備が追い付かず児童会開
設が間に合っていないことから、待機児童の増加につな
がっております。

10
今後少子化にともなって、こども園を閉園していくのか。具体的な構想が決
まっているようでしたら教えていただきたいと思います。

こども園構想では、7つの中学校区に市立こども園を設
置し、その他の市立保育所・市立幼稚園は、統合・私立
化を実施します。設置したこども園については、閉園して
いく予定はありません。

11

今回計画実施後、公立保育所が減る（７→４）
その後の計画でも、公立保育所は減る（４→０）と予想できる。
逆に、私立保育園が増える。ところが、私立保育園保護者代表が、子・子育て
会議に現状加わっていない。加えておかないと公平性が担保できなくなる恐
れがあるのでは？

子ども・子育て会議委員の委員構成については、次期委
員を委嘱する際（令和3年7月1日～）に検討します。

12
私立幼稚園（保育所）に行政が介入できないのは問題では？
仮に問題が起きた場合、責任の所在が明確でないため、現状のままで放置し
て良いとは思えない。

　私立施設の運営の主体は各法人であるため、各園に
おける運営に関する責任は、原則として、それぞれの法
人が負うものと認識しています。
　しかしながら、本市としては、私立保育所・こども園に対
しては、市が認可・認定を実施・関与している立場とし
て、適宜、必要な指導を行っております。
　また、市内の私立幼稚園については、市が認可等に関
与している立場ではないものの、保護者からの相談に応
じ、意見交換等を行っております。

13

次期計画の実施内容は、理念・視点・目標に合致しているか？
上記（No.12）で指摘した「私立幼稚園に行政が介入できない」は、次期計画の
理念等に合致していないのでは？
※他にも見つかるが省略
造るものを造ったものの、滅茶苦茶になってしまったことにならないか不安。

１２の回答のとおり、私立施設であっても、市として可能
な範囲で各園の運営に関与して行きたいと考えていま
す。


